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　　　　球電　近着のスエーデソの地球物理学雑誌Arkiv

　　　f6r　Geofysik（Band2．Hafte11954）の毬頭には

　　　C．Benedicks氏の「球電の理論とその室飛ぶ円盤とよ

・・　ばれる大気現象えの応用という論交が掲載されていて，
講丁

‘　　 なかなか面白い．論文は同じことが何回もくりかえし書

　　　かれているよ5な所もあって少し退屈したが，内容が異

・　　常現象の説明なので興昧を引かれたのであった．球電の

　　　読明には電気的のものと化学的のものが今迄考えられた

　　　が，著者のものは次のような化学的のものである。放電

　　　の経路にそって非常に高温のシリソダーが形成され，こ

　　　の中に水があると酸素と水素に解離して韓水素ガスがで

，，，　き，これが温度の非常に異った二種のガスの境界の屈折

　　　現象で金属のように輝くとL、・うのである．また温度が

・・　35000C以下に下ると酸水素ガスは爆発的に化合するよ

贈　　うになるから，これが推進力となって・ケットのように

・　球電が動くと考えたのであった’．彼はさらにこの理論を

一・三’，　おしひろげて1948年Mante11大尉によって観測され

　　　た室とぶ円盤や，1951年のR㏄ser夫人の異常な僥孔事件
ド■

　　　についても読明を与えた。電気の專門でない筆者にはこ

凱　　の論交の学術的値価はよくわからないが，このような論

　　文が古い傳統をもったスエーデソの專門

！　の雑誌の総頭にのっているのをみると，

1ダ　　日本の学：術難誌のあり方がいかにも不自
を
ロ

ざ　，申な所があるような気がされる。（N）
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　冷害一一それは：気象現象？　アメリカから留学に来て

いる日本人の2世と，昨年東北地方の冷害を見て歩いた

時のことである．彼は，山奥の谷間まで開かれた水田を

見て・少からず驚いた・そ、して稻の嬉をヂに取つて・指

先で押すと．中が空っぽの籾が多いのにまたとても驚い

た。「こういろ冷害をどろ思いますか1と開くと，一彼はそ

れ』こ答えず，感じ入ったよろな顔をして逆にこ5聞い

た．「日本のオ百姓サソはどろしてころ米を作りたがる

のカネ，「一一」私は，7日本の農村吐会におげる米作の

価値”ばかりでなく，日本人の米に対する感情も一応読

明してやった．しかし気象学的には何も答えられなか

ったことを告白しなげればならない．彼の問はあまりに

トッピだが，しかし，冷害を防ぐための灌瀧水温の上

昇，品種の改艮，栽培技術の向上，などの諸問題は，す

べて”米を作る”ことを前提としている。日本の簾民

は，現在，米を作りたいから作るのではなく，どろして

も作らなければならないのだ。だから，”冷害とは，実

はころい5祉会に生活している農民砂冷害で，農作物の

冷害と云ろのは間違いだ”と云ったら極論であろろか．

農民がいかなる杜会にどのような生活をしているか示，

　　　　　　　凶作の予報にも，また牧量と気象との関

係の調査にも，根本の間題である．

　　　　　　　　　　　　　（No．／44）
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　実用工学に学ぶ　ある雪国の気象台で

探雪管の霰計をした人の話であうが，採

雪管に窓を設げると彊度がどれだげちが

ってくるかについて工学書をひもといて

みた，ちやんと公式が与えてあってねぢれについては

ど弓，押しに対してはこれこれとズバリ解答が得られ

る．この種の公式が実用に供せられている裏には專問家

の間に異論も難点も多々ある事も想像に難くないが，議

論ばかり繰返していては家も建たず橋もかからぬから，

とにかく現段階で一応使用出来る公式を出しておいて，

今後の研究で段々改めて行くとい5のが実用工学の立場旧

であろ5．ところで気象屋さんがこんな質間を受げたら

ど弓しますか？一「街路上の風速を知りたいの葦が測候

所の風速にどのくらいの係数をかげたらよろしいか？」

と風の垂直分布についてはいろいろ高遠な研究はあって

・も，実際間題に際し，地皮状態の複雑性をあらわす普漏

的な方法なんてものは気象の本には出ておらず，まあ実

測してみるんですねと答える他ほない．これでいいだろ

ろか？気象はいつまでも気象屋の愛玩物にとどまってい

てはならない．実用にはある程度の大たんさが要る．も

ちろん実用の安易に溺れて学問的良心を失な弓ことは禁

物だが♪水文気象では既に相当想い切った方法がとられ

ている（たとえぼSp讐enの方法など）これも実用工
ぺ

、学との結び付きからの必然であろろか．　　　　（Mo）
，ギ　，
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　夜光雲，「突然おじゃまします」

「これは珍らしい．眞夏の珍客だね」

「実はね，近頃ピショップリソグの記事

が新聞に出ているだろろ」

「うん，新聞の特ダネ級だね」

「いや．それに関蓮してね，例のNQctilucent．clouds

といろやつをおそわりに来たんだ」「夜光雲だろろ」

「夜光雲てどんなふ5に見えるんだい一一近頃見えてる

のかい」

「見えたらまた特ダネだよ．実はぼくも注意しているん

だが，まだあいにくおめにかかられないでいる」

「一体どんな雲なんだい」

「それがわからないのだ，高度が地上80km　とか，巻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　の層雲のよろに見えるとか，クラカ4ウ爆発後よく見えた

とか……」1「それは読んで知っているがね，一体水滴

か，氷か，それとも塵埃かい」

「全然わからんね，教科書には固形物質の雲だろろと書

いてあるがね．一一しかしどうしてまた尖端を行く物理

学者がNoctilu㏄nt　cloudsなんかに興昧を持つよろに

なったのだい」「実はね，今おもしろい実瞼をしてるん

だ，水分子のスイソにエレクトロソをぶつげてみている．

のだがね，変化のない時と．高温現象がおきる時とある

んだ．この後者がどうも夜光雲そのものでないかといろ

気がするんだよ」　　　　　　．　　　　　　　　（1）
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